
 

 

 

 

（善隣・保護者の会） 

善隣幼稚園で定期的に開催している保護者の集まり（泉の会と呼ばれています）では、園

長自らがマイクを持って、子育てや幼児教育について大切にしたい考えや想いを保護者の皆

さんにお話する場を持っています。家庭との連携を大切にしている善隣幼稚園ならではの温か

い時間です。今後、そのお話の内容を少しずつシェアしていこうと考えています。 

＜泉の会だより vol3＞ 

 

私たち大人はよく、絵を描いている子どもに「何描いているの？」と聞きます。それが何であるか納得

したい、という大人の都合からくる質問かもしれません。良かれと思って我が子に与える「もの」や「経

験」も、時として親の価値観や、好み、「趣味」だったりするかもしれません。子どもには子どもの気持

ちや感じ方があり、それは大人が考えているより柔軟で繊細なものなのです。 

コロナ禍で子どもたちも様々な制約を受けています。でも、思うようにいかない場面に直面すること

は、考えること、工夫すること、内側にある力を生み出すチャンスでもあります。 

教育で一番大切なことは、子ども自身が感じたり思ったりすることをその子なりの方法・言葉、パフォ

ーマンスで表現していくことです。その表現をみんなが認め合っていく力を持つことができれば子どもは

自分で学びたいことを見つけて進んでいくのです。 

そのために大人ができることは、子どもに安心感を与えること。否定しないこと、何でも OK だよとまず

は認めること、子供が満足することが大事です。手を止めて時間をかけて、最後まで子どもの話を聴

いてみる、一緒に最後まで遊びに付き合う、向き合う時間の質を高めてみることが、子どもの安心感

へとつながります。 

いつもそうじゃなくて、もちろんいいと思います。「あ、いま心のゆとりがあるな」という時は、面と向かって

向き合って密度の濃い時間を過ごしてみてください。お父さんお母さんが少しでも、幸せ、心地いいと

言う気持ちで子育てを楽しめることができたらいいなと願っています。そのために善隣幼稚園は、子ど

もたちに、そしてご家庭に、寄り添う場であり続けます。 

コロナ禍はまだしばらく続きそうですが、共有できる仲間がいるという思いを持って肩の力を抜きなが

ら、ともに歩んでいきましょう。 


